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東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
３

恥
脚
鮮
麟
都
指
定
文
化
財
「
板

絵

着

色

役

者

絵

」

長
命
寺
所
有
の
都
指
定
有
形
文
化
財

「板

一●「一　
―一・　ヽ
一　　Ｌ
「
え

絵
着
色
役
者
絵
」

（
区
登
録
文
化
財
名
称

「双
蝶
々
曲
輪
日
記
図
絵
馬
し
を
特
別
に
公

開
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
区
登
録
有
形

文
化
財

「牛
若
丸

・
弁
慶
図
絵
馬
」
を
公
開

し
ま
す
。

「板
絵
着
色
役
者
絵
」
は
、
文
政
元
年

（
一

人

一
人
）
に
奉
納
さ
れ
た
縦

‐４７

ｃｍ
ヽ
横

‐６３

ｃｍ
の
絵
馬
で
す
ｃ
鳥
居
清
長
晩
年
の
作
で
、

江
戸
中
村
座
で
興
行
さ
れ
た

「双
蝶

々
曲
輪

日
記
」
の

一
場
面
を
描
い
た
も
の
で
す
。

「牛
若
丸
・
弁
慶
図
絵
馬
」
は
、
縦

‐２６

ｃｍ
ヽ

横

‐４８

ｃｍ
の
二
面

一
対
の
絵
馬
で
す
。
牛
若

丸
と
弁
慶
が
五
条
橋
で
出
会
う

「橋
弁
慶
」

の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
作

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

毎
年

Ｈ
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
は

「文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。
こ

の
期
間
中
は
、
全
国
的
に
文
化
財
の
保
護
と

活
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
が
行

わ
れ
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
強
調
週
間
の
前
後
を

「東

京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
都
内
全
域

で
文
化
財
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す

る
企
画
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
文
化
財
の
公

開
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
特
別

に
公
開
す
る
文
化
財
と
、
通
年
公
開
し
て
い

る
文
化
財

（４
頁
）
が
あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
冊
子

「東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

（特
別
公
開

・
企
画
事
業
編
、
通
年
公
開
編
）

９
月
下
旬
に
伝
統
文
化
係

（区
役
所
本
庁

舎

Ｈ
階
）
、
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
、

区
立
図
書
館
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
同
内
容
が
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
ま
す
。
練
馬
区
以
外
の
事
業
に

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「板絵着色役者絵J(「双蝶々曲輪日記図絵馬」)

練 馬 区
地 域 文 化 部

文化 。生涯学習課

(伝 統 文 化 係 )
丁176-8501

練馬 区豊玉北 6121

TEL 0 3(5984)2442

「牛若丸・弁慶図絵馬」

【
日
時
】
１０
月

２８
日

（月
）
ｏ
２９
日

（火
）

午
前

１０
時
～
午
後
３
時

申
込
不
要
、
直
接
会
場

ヘ

【場
所
】
高
野
台
３
１
１０

長
命
寺

本
堂

【交
通
】
練
馬
高
野
台
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

【問
合
せ
】
伝
統
文
化
係

境
内
に
は
都
指
定
史
跡

「東
高
野
山
奥
之

院
」
や
、
区
登
録
有
形
文
化
財
の

「長
命
寺

の
梵
鐘
」
「長
命
寺
仁
王
門
」
も
あ
り
普
段

観
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
本
堂
内
で

五
百
羅
漢
座
像
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

企
画
事
業

目尾
崎
理
Ｅ
肺
Ｘ
都
指
定
史
跡
）

出
土
品
解
説
会

尾
崎
遺
跡
は
、
春
日
小
学
校
建
設
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
、

旧
石
器
～
江
戸
時
代
の
各
時
代
の
遺
構
や
遺

物
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
に

つ
い
て
学
芸
員
が
解
説
い
た
し
ま
す
ｃ

【
日
時
】

Ｈ
月

１０
日

（日
）

午
前

１０
時
と
午
後
２
時
の
２
回

申
込
不
要
、
直
接
会
場

ヘ

【場
所
】
春
日
町
５
１
１２
‐
１

春
日
小
学
校
内

資
料
展
示
室

【交
通
】
練
馬
春
日
町
駅

（都
営
大
江
戸
線
）

下
車

徒
歩
８
分

資
料
展
示
室
は
、
土

。
日

・
祝
日

（年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前

１０
時
～
午
後
４
時
に

入
場
無
料
で
通
年
公
開
し
て
い
ま
す
。
普
段

の
観
覧
は
学
校

へ
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
ｃ

０
３

（３
９
２
６
）
７
１
０
２
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●
特
別
展
「懐
か
し
の
風
景

北
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
」

世
界
的
な
お
も
ち
や
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

著
名
な
北
原
照
久
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
、
お
も
ち
や
、
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
、
ラ

ジ
オ
等
を
展
示
し
ま
す
。

【期
間
】
９
月

２‐
日

（土
）
～
Ｈ
月

１７
日

（日
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
場
所
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

企
画
展
示
室

【観
覧
料
】

一
般

３００
円
、
高
校
生

・
大
学
生

２０

円
、　
６５
歳
以
上

７５
歳
未

満

・
障
害
者

‐５０
円
、
中
学
生
以

下
と

７５
歳
以
上
無
料

【講
演
会
】

１０
月
６
日

（日
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

講
師
　
北
原
照
久
氏

【講
演
会
申
込
】
９
月

Ｈ
日
か
ら
電
話
受
付

定
員

‐００
名

（先
着
順
）

●
ふ
る
さ
と
文
化
講
座

「練
馬
か
ら
世
界
へ
発
信
５０
年

影
絵
人
形
劇
の
魅
力
」

練
馬
区
を
拠
点
に

「シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場
」

を
国
内
外
で
公
演
し
て
い
る
劇
団
角
笛
が

５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
影
絵
人
形
劇
の
魅

力
や
文
化
交
流
な
ど
様
々
な
話
を
伺
い
ま
す
。

【
日
時
】
Ｈ
月
３
日

（日
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

４５
分

【場
所
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

【申
込
】

１０
月

２２
日
か
ら
電
話
受
付

定
員

‐００
名

（先
着
順
）

●
ふ
る
さ
と
探
訪
日秋

練
馬
の
自
然

。
文
化
施
設
な
ど
を
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
で
巡
り
ま
す
。

【
日
時
】
１０
月

２７
日
（日
）

午
前
９
時
～
正
午

【場
所
】
区
内
各
所

【申
込
】

１０
月
１
日
か
ら
電
話
受
付

定
員

４０
名

（先
着
順
）

●
石
神
井
城
跡
発
掘
パ
ネ
ル
展

石
神
井
城
跡

（中
世
豊
島
氏
の
城
跡
）
の

発
掘
調
査
の
様
子
を
、
主
郭
跡
内
に
て
写
真

バ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

【期
間
】
１０
月

２６
日

（土
）
～

Ｈ
月
４
日

（月
）

午
前
９
時

３０
分
か
ら
午
後
４
時

３０
分

【場
所
】
都
立
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

（三
宝
寺
池
南
の
台
地
上

・
練
馬

区
石
神
井
台
１
丁
目
）

【申
込
】
不
要
、
直
接
会
場

ヘ

●
小
野
蘭
山
墓
誌
の
公
開
展
示

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
―

一
人

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学
者

（博
物
学
者
）

で
す
。
蘭
山
の
事
績
を
記
し
た
墓
誌
を
特
別

公
開
し
ま
す
。

【期
間
】
１０
月

１８
日

（金
）
～

Ｈ
月
４
日

（月
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

【場
所
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

常
設
展
示
室

【観
覧
料
】
無
料

●
東
京
９
区
合
同
開
催
行
事

「来
て
・見
て
・発
見
！
は
じ
め
よ
う
古
民

家
め
ぐ
り

古
民
家
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
」

東
京

２３
区
内
で
古
民
家
を
文
化
財
と
し

て
指
定

。
登
録
し
て
い
る
９
区

（足
立
区

・

板
橋
区

。
江
戸
川
区

・
北
区

。
江
東
区

・
杉

並
区

。
世
田
谷
区

・
目
黒
区

・
練
馬
区
）
が

連
携
し
て
古
民
家
の
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
行

い
ま
す
ｃ

【期
間
】

１０
月
２
日

（水
）
～

１０
月

３０
日

（水
）

午
前
９
時
～
午
後
８
時

３０
分

※
土
曜
は
午
後
５
時
ま
で

※
日
曜

ｏ
祝
日
休
館

【場
所
】
東
京
区
政
会
館

（千
代
田
区
飯
田

橋
３
丁
目
５
番
１
号
）

１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

【観
覧
料
】
無
料

【問
合
せ
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

０
３

（３
９
９
６
）
４
０
６
０

【体
館
日
】
月
曜
日
（月
曜
日
が
祝
休
日
の

と
き
は
、
そ
の
直
後
の
祝
休
日
で
な
い
日
）

詳
細
は
「ね
り
ま
区
報
」
を
ご
覧
＜
だ
さ
い
。

、
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
委
嘱
（第
１４
期
）

練
馬
区
で
は
、
区
内
文
化
財
の
保
護

・
保

存
お
よ
び
活
用
を
図
る
た
め
、
練
馬
区
文
化

財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

主
な
役
割
は
、
①
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
る
　
②
文
化
財
の
保
存
等
に
つ
い
て
重

要
事
項
を
調
査
し
、
審
議
す
る
　
③
重
要
事

項
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
に
提
言
す
る
　
の

三
点
で
す
。
こ
の
度
、
平
成

２５
年
４
月
１
日

付
け
で
、
左
記
７
名
の
方
に
、
練
馬
区
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
で
す
。

◆
委
員

一
覧

（敬
称
略

・
五
十
音

順
）
◆

伊
郷
　
士
口
信
　
文
化
学
園
大
学
造
形
学
部

・

日
本
大
学
生
産
工
学
部
講
師

（建
築
）

漆
澤
そ
の
子
　
武
蔵
大
学
人
文
学
部
教
授

（日
本
芸
能
史
）

佐
藤
　
孝
之
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

（日
本
近
世
史
）

柴
辻
　
俊
六
　
日
本
大
学
大
学
院
講
師

（日
本
中
世
史

。
古
文
書
学
）

副
島
　
弘
道
　
大
正
大
学
文
学
部
教
授

（彫
刻
史

。
文
化
財
学
）

松
崎
　
生曇

一　
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

（日
本
民
俗
学
）

森
　
　
公
章
　
東
洋
大
学
文
学
部
教
授

（日
本
古
代
史
）

ミスターア トミック

(プ リキυ)お もちゃ l1/J山 Iサ
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◆
◇
◆

色退
跡
を
守
る
と
い
う
こ
と

◆
◇
◆

区
内
に
は

山
箇
所
の
遺
跡
が
あ
り
、
河
川

沿
い
を
中
心
に
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま

で
人
々
が
生
活
し
た
痕
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
「周
知
の
遺
跡
」
と
い
い
、

遺
跡
の
範
囲
や
時
代

・
種
別
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
．

「遺
跡
」
は
、
「埋
蔵
文
化
財
」
と

し
て
文
化
財
保
護
法
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す

宅
地
等
の
開
発
に
際
し
て
、
遺
跡
に
該
当
し

て
い
る
場
合
は
、
工
事
着
手
の
６０
日
前
ま
で

に

「発
掘
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
文
化

財
保
護
法
第

９３
条

（公
共
事
業
等
の
場
合
は

第

９４
条
の

「発
掘
通
知
し

一、義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
　
こ
れ
ら
の
届
出
等
は
、
区
を

経
由
し
て
東
京
都
教
育
委
員
会
に
提
出
し
よ

す
こ昨

年
度
、
区
の
窓

口
や
電
話
に
よ
る
埋
蔵

文
化
財
の
照
会
件
数
は
四
千
件
を
超
え
、
発

掘
届
や
発
掘
通
知
は

９４
件
で
し
た

発
掘
届

あ
る
い
は
発
掘
通
知
を
受
理
し
た
後
、
開
発

に
よ
っ
て
遺
跡
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
は
、
事
前
に
試
掘
調
査
を
行

つ
て
遺
跡

の
有
無
確
認
を
行
い
ま
す
こ
工
事
に
よ
る
掘

削
の
深
さ
が
浅
い
場
合
等
は
、
工
事
の
際
に

区
の
職
員
が
立
会
う
調
査
を
行
い
ま
す
し
昨

年
度
の
試
掘
調
査
は

１５
件
で
、
こ
の
つ
ち
、

遺
跡
の
本
調
査
は
２
件
で
し
た
、
本
調
査
の

経
費
は
個
人
住
宅
以
外
、
原
則
と
し
て
事
業

者
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
ｃ

発
掘
調
査
は
、
開
発
を
原
因
と
し
て
実
施

す
る
緊
急
調
査
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
歴
史

Ｌ
ま
た
は
学
術
上
の
価
値
が
高
い
場
合
に
、

保
護
保
存
の
目
的
で
行
う
学
術
調
査
も
あ
り

ま
す
．
区
内
で
実
施
し
た
学
術
調
査
と
し
て

は
、
平
成

１０
年
か
ら
６
年
継
続
し
て
実
施
し

た
石
神
井
城
跡
の
調
査
が
あ
り
ま
す
、
東
京

文
化
財
ウ
イ
ー
ク
の
参
加
事
業
と
し
て
、
区

民
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

城
跡
の
構
造
を
解
明
す
る
と
い
う
目
的
で
発

掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
．
区
民
の
皆
様
の
埋

蔵
文
化
財
の
保
護
意
識
を
高
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
石
神
井
城
跡
が
地
域
の
宝
で
あ
る
二

と
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
．

法
令
が
適
用
さ
れ
る

「周
知
の
遺
跡
」
の

範
囲
は
、
試
掘
調
査
や
発
掘
調
査
等
で
新
た

に
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
変
更
し

ま
す
　
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
文
化
財
保

護
法
第

９６
条
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
こ
理
跡

範
囲
の
変
更
は
、
区
が
東
京
都
に
中
請
を
行

い
、
審
査
の
後
、
決
定
し
ま
す

た
と
え
ば
、
遺
跡
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た

例
と
し
て
、
外
か
ん
道
路
関
連
遺
跡
が
あ
り

ま
す
　
昭
和

６３
年
か
ら
平
成
４
年
に
、
外
か

く
環
状
道
路
建
設
に
先
立

っ
て
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
、
丸
山
東
遺
跡
で
は
、

弥
上
時
代
の
首
長
墓
で
あ
る
方
形
周
溝
墓
か

ら
壷
や
ガ
ラ
ス
玉
等
が
出
上
し
ま
し
た
し

遺
跡
の
多
く
は
、
開
発
に
よ

っ
て
消
滅
し

て
し
よ
い
ま
十
　
緊
急
調
査
で
は
、
工
事
の

前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
、
出
土
し
た
遺

物
の
状
態
や
住
居
跡
等
の
遺
構
を
実
測
図
や

写
真
等
で
記
録
し
、
報
告
書
を
作
成
し
ま
す

失
わ

れ
る
遺
跡
を
記
録
と
い
う
形
で
保
存
し

↓二
，
　
遺
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り

ュニ
‐
　
ま
た
、
そ
の
数
は
有
限
で
す
　
遺
跡

は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資

料
で
す
が
、
失
わ
れ
た
遺
跡
は
三
度
と
元
に

も
ど
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
次
代
に
貴
重

な
歴
史
資
料
を
残
す
た
め
に
も
保
護
し
保
存

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
こ

〓
¨
〓
ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
〓
〓
〓

わ

ιｌ

き

の

遺

蹄

展

～
中
新
件
川
流
域

★
期
間
　
８
月

２‐

日
（水
）
～
９
月

１２

日
（木
）

★
場
所
　
練
馬
区
役
所
本
庁
舎

ア
ト
リ
ウ
ム
棟

・
正
面
入
口
西
側

最
近
、
開
発
が
多
い
豊
玉
、
中
村
南
に

所
在
す
る
遺
跡
の
出
土
品
を
住
居
跡
の
写

真
バ
ネ
ル
等
と
と
も
に
展
示
し
ま
十
こ

☆
解
説
会

８
月

２２
日

（木
）
午
前

Ｈ
時
～
正
午

９
月
４
日

（水
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時

【問
合
せ
】
伝
統
文
化
係

百神井城跡の堀
(1998年 調査風景)

百神井城跡の堀(1998年 調査 )

丸山東遺跡段梯子出土状態

第
２５
回
練
馬
区
伝
統
工
芸
展

今
年
も
、
区
内
で
継
承
さ
れ
て
い
る
匠
の

技
の
数
々
が

一
堂
に
会
し
ま
す
．

◆
日
時
　
ｌｏ
月

２５
日
（金
）
～

２７
日
（日
）

午
前

１０
時
～
午
後
５
時

◆
会
場
　
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

石
神
井
公
園
ビ
ア
レ
ス
Ａ
棟
２

・
３
階

◆
出
展
種
目
　
江
戸
刺
繍
／
東
京
彫
金
ほ
か

◆
内
容
　
展
示

・
実
演

・
販
売

・
体
験
ほ
か

◆
主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

◆
後
援
　
練
馬
区

・
練
馬
区
教
育
委
員
会

・

練
馬
区
観
光
協
会

北新丼遺跡から

出土 しま した
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国
指
定
・登
録
、
都
指
定
の
文
化
財
を
公
開
し
て
い
ま
す

区
内
に
は
国
指
定

・
登
録
、
都
指
定
の
文

化
財
が
い
く

つ
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

よ
う
か
Э
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
普
段
観
覧

で
き
る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
２
株
の
ケ
ヤ
キ
は
、
い
ず
れ

も
樹
齢
約

９００
年
と
推
定
さ
れ
る
全
国
で
も

有
数
の
巨
木
で
す
。
永
保

３
年

（
一
〇
人
三
）
、

源
義
家
が

「後
三
年
の
役
」
で
東
北
地
方
に

向
か
う
際
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
苗
木
を
奉
納

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【所
在
】
練
馬
４
１
２
　
白
山
神
社
境
内

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

・
都
営

大
江
戸
線
）
下
車

徒
歩
５
分

三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央
に
あ
る

「中
の
島

（浮

島
ご
周
辺
を
範
囲
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ
ガ

シ
ワ
、　
ハ
ン
ゲ

シ

ョ
ウ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
の
水
生
植
物
を
中

心
に
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
所
在
】
石
神
井
台

１
‐
２７

ほ
か

都
立
石
神
井
公
園
内

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩

１５
分

牧
野
記
念
庭
園

（牧
野
富
太
郎
宅
跡
）

（国
登
録
記
念
物
）

世
界
的
に
著
名
な
植
物
学
者
で
あ
る
牧
野

富
太
郎

（
一
人
六
二
―

一
九
五
七
）
が
、
大

正

１５
年
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
の
３０
年
余
り

居
住
し
た
住
宅
と
庭
の
跡
で
す
＾

【所
在
】
東
大
泉
６
１
３４

【交
通
】
大
泉
学
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

【開
園
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
休
園

【問
合
せ
】
牧
野
記
念
庭
園

０
３

（３
９
２
２
）
２
９
２
０

石
神
井
城
跡
　
（都
指
定
史
妙

石
神
井
川
の
水
源
の

一
つ
で
あ
る
三
宝
寺

池
の
南
側
台
地
に
石
神
井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

南
北
朝

・
室
町
時
代
に
石
神
井
川
流
域
を
支

配
し
た
豊
島
氏
の
拠
点
で
し
た
。

【所
在

・
交
通
】

「三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
」
と
同
じ

※
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
普
段
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
城
跡
の
主
郭
内
を
特
別
公
開
し
、
発

掘
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す

（詳
細
は
２
頁
）
。

東
高
野
山
奥
之
院
　
（都
指
定
史
妙

長
命
寺
の
境
内
西
部
に
あ
る
霊
場
域
で
す
´ヽ

長
命
寺
は
江
戸
時
代
に
紀
州
高
野
山
の
霊
場

を
模
し
て
整
備
さ
れ
た
の
で

「東
高
野
山
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
奥
之
院

へ
の
参
道
に
は
石

塔
や
石
仏
等
が
数
多
く
建
ち
並
ん
で
い
ま
す

【
所
在

・
交
通
】

１
頁

「企
画
事
業
特
別
公
開
」
と
同
じ

小
野
蘭
山
墓
及
び
墓
誌

（都
指
定
有
形
文
化
財
〉

い

０

な

が

ど

う

う

ん

は

か

池
永
道
雲
墓

　

（都
指
定
旧
妙

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
―

一
人

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学
者

（博
物
学
者
）
、

池
永
道
雲

（
一
六
七
四
―

一
七
三
七
）
は
書

家

・
家
刻
家
で
す
。
両
墓
と
も
に
大
正

１２
年

の
関
東
大
震
災
の
罹
災
に
よ
り
昭
和
の
初
め

に
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

【所
在
】
練
馬
４
１
２７

迎
接
院

・
受
用
院
墓
地
内

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

・
都
営

大
江
戸
線
）
下
車

徒
歩
５
分

※
小
野
蘭
山
の
墓
誌
は
、
現
在
石
神
井
公
園

ふ
る
さ
と
文
化
館
で
保
管
し
て
お
り
、　
１０

月

１８

日

（
金

）

～

Ｈ

月

４

日

（
月

）

に

同

館
で
展
示
し
ま
す

（詳
細
は
２
頁
）
。

丸
山
東
遺
跡
方
形
周
溝
墓

じ

ゅ

つ

と

ひ

ん

・‥．出
十
百
田

（都
指
定
有
形
文
化
財
）

大
泉
町
三
、
四
丁
目
に
所
在
し
た
丸
山
東

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
４
号
を
中
心
に
出
土
し

た
弥
生
土
器

１２
占
Ｔ
ガ
ラ
ス
玉
７‐
点

・
管
玉

５
点

・
鉄
剣
１
口
で
す
ｃ
武
蔵
野
台
地
に
お

け
る
弥
生
時
代
後
期
の
方
形
周
溝
墓

一
括
出

土
品
と
し
て
秀
逸
で
す
。

【所
在
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

-4-再生紙を使用 しています。


